
一般社団法人北海道環境保全技術協会主催 

H21 年度第 3回環境保全技術セミナー 

 
日時：平成 22 年 2 月 5日（金）、午後 2時 30 分～5時 20 分 

場所：かでる２７（札幌市中央区北 2条西 7丁目） 710 会議室（96 名） 

参加費：無料 

 

＜セミナーの内容＞ 

１．「改正土壌汚染対策法の概要とこれに対応する資料等調査（フェイズⅠ規格）の提案」 
  [概要]  平成22 年4 月1 日から施行される改正土壌汚染対策法の概要と、ここで示されている「土壌汚染が存 

在するおそれの判断」に有効な「GETReC フェイズⅠ規格」に内容について説明する。 

 [発表者] 協同組合地盤環境技術研究センター 西田道夫（理事） 

 

２. 「雪質の定量的評価方法の開発―積雪モデルへの貢献のために―」 
 [概要]   斜面積雪がどのような雪質かを知ることは雪崩発生機構において重要な関心事である。雪質の判別 

に客観性を持たせるため、定量的評価方法を考案したので、これを紹介する。 

 [発表者]  野外科学株式会社 荒川逸人（技術部 調査二課 課長） 

 

３．「業務と連携したＣＳＲ（企業の社会的責任）活動の試行的取組み」 

 [概要]  高規格幹線道路の環境業務において、自主的に試みた工事関係者や地域住民との協働による環境活動 

事例について紹介する。                  

 [発表者]  パシフィックコンサルタンツ株式会社 岡村武志 

              （北海道支社 水工・環境部 環境グループリーダー） 

 

参加総数 89 名（会員：30 名、会員外：16 名、官庁関係：27 名。その他：11 名） 

 

 

＜セミナー風景＞ 

平成 21 年度最後のセミナーも大好評につき、定員を超えるご応募をいただきました。 

急きょ、席数を増やしての開催にもかかわらず、ご協力頂きました参加者の皆様に感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜開会挨拶＞平田 専務理事の挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜司会進行＞鐵川 理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会場の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜発表 1＞協同組合地盤環境技術研究センター 西田道夫 理事 
「改正土壌汚染対策法の概要とこれに対応する資料等調査（フェイズⅠ規格）の提案」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発表 2＞ 野外科学株式会社 荒川逸人 課長 
「雪質の定量的評価方法の開発―積雪モデルへの貢献のために―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜発表 3＞パシフィックコンサルタンツ株式会社 岡村武志 環境グループリーダー 
「業務と連携したＣＳＲ（企業の社会的責任）活動の試行的取組み」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


